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商工連ながの

　下伊那では7月下旬から毎週どこかで祭り
が行われ、必ずといっていい程に花火が打ち
上げられます。
　椋
むく

鳩
はと

十
じゅう

の名句「遠花火消ゆるあたりははゝ
のさと」が刻まれた石碑を照らすように夕日
があたり一面を赤く染めて沈んでいきます。
　信州サンセットポイント百選にも選ばれて
います。　　　　　　　　　（喬木村商工会）

夕日が丘公園から見た夕日
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商
工
連
と
岡
学
園
ト
ー
タ
ル
デ
ザ

イ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
平
成
30
年
12

月
に
デ
ザ
イ
ン
教
育
分
野
及
び
若
者

の
地
域
活
動
へ
の
参
加
促
進
に
お
い

て
相
互
の
連
携
を
強
化
し
、
長
野
県

産
業
の
ブ
ラ
ン
ド
向
上
に
資
す
る
た

め
の
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　
本
会
で
は
、
商
工
会
法
施
行
60
周
年
に
あ
た
り
、
岡
学
園
へ
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
制
作
提
案
を
依
頼
し
、
12
作
品
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
提
案
が
あ
っ
た
12
作
品
か
ら
選
考
し
、
記
念
事
業
等
で
使
用
す
る

ロ
ゴ
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
採
用
と
な
っ
た
の
は
近
藤
珠
乃
さ
ん
（
同
学
園
デ
ザ
イ
ン
ビ
ジ
ネ

ス
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
・
松
本
市
）
の
作
品
で
、

近
藤
さ
ん
は
6
月
18
日
の
表
彰
式
で
、「
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
長

野
県
ら
し
さ
を
意
識
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
し
よ
う
と
考
え
、
長
野
県
と

い
え
ば
一
番
に
思
い

浮
か
ん
だ
も
の
が『
り

ん
ご
』
で
し
た
。
そ

こ
か
ら
文
字
カ
ラ
ー

を
赤
に
し
て
ゼ
ロ
を

リ
ン
ゴ
っ
ぽ
く
デ
ザ

イ
ン
し
、
さ
ら
に
6

の
閉
じ
た
領
域
に
県

章
を
入
れ
、
長
野
県

で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
ま
し
た
。」
と
制
作

意
図
を
語
り
ま
し
た
。

※�

表
紙
右
上
カ
ラ
ー
の
ロ

ゴ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

商
工
連
で
は
通
常
総
会
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
策
と
し

て
、
5
月
27
日
付
で
書
面
議
決
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
令
和
元
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
等
の
議
案
は
す
べ
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
は
「
商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
着
実
に
実
施
し
、

併
せ
て
「
商
工
会
員
の
増
強
と
組
織
力
向
上
」「
経
営
支
援
人
材
の
育
成
」「
共

済
制
度
の
加
入
促
進
」「
県
青
連
及
び
県
女
性
連
の
組
織
強
化
」
を
重
点
項
目

に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
給
与
の
一
元
化
に
つ
い
て
は
人
事

管
理
、
組
織
財
政
両
委
員
会
か
ら
最
終
答
申
を
得
る
に
至
り
ま
し
た
。
ま
た
、

小
規
模
事
業
者
支
援
法
が
改
正
さ
れ
、
法
定
経
営
指
導
員
の
設
置
、
新
た
な

事
業
と
し
て
事
業
継
続
力
強
化
支
援
計
画
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
る
中
で
、
商

工
会
が
策
定
す
る
経
営
発
達
支
援
計
画
に
関
す
る
認
定
申
請
支
援
を
行
い
、

22
商
工
会
が
経
済
産
業
省
の
認
定
を
受
け
、
認
定
商
工
会
の
合
計
は
64
商
工

会
と
な
り
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
人
々
の
移
動
が
制
限
さ
れ
、

経
済
活
動
が
滞
る
こ
と
に
よ
り
、
商
工
業
者
の
多
く
が
厳
し
い
経
営
環
境
に

あ
り
ま
す
が
、
商
工
連
と
し
て
も
今
回
打
ち
出
さ
れ
た
国
、
県
の
施
策
を
力

強
く
推
進
し
、
一
刻
も
早
く
経
済
が
再
生
す
る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
を
は
じ
め
各
関
係
機
関
の
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
時
代
、

　
　
新
し
い
環
境
に
沿
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
伴
走
支
援
を
！

商工連
通常総会

商工会法施行60周年記念ロゴマーク決定!!
岡学園トータルデザインアカデミーとタイアップ！

商工連柏木会長とロゴ制作者の近藤珠乃さん
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秦
和
陽
児
様（
泰
阜
村
商
工
会
長
、

長
野
県
商
工
会
連
合
会
副
会
長
）
が

長
年
の
功
績
を
讃
え
ら
れ
旭
日
双
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

黒
田
重
行
様（
箕
輪
町
商
工
会
長
、

長
野
県
商
工
会
連
合
会
理
事
）
が
長

年
の
功
績
を
讃
え
ら
れ
黄
綬
褒
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

春
の
叙
勲
・
褒
章

会　

長　

服
部　

宏
昭
（
長
野
・
北
信
）

副
会
長　

望
月　

雄
内
（
安
筑
）

副
会
長　

平
野　

成
基
（
上
小
）

幹
事
長　

宮
澤　

敏
文
（
北
安
曇
）

幹　

事　

垣
内　

基
良
（
上
伊
那
）

幹　

事　

小
池　
　

清
（
南
信
州
）
※

幹　

事　

丸
山　

栄
一
（
長
野
・
北
信
）

幹　

事　

依
田　

明
善
（
佐
久
）

幹　

事　

小
池　

久
長
（
諏
訪
）
※

幹　

事　

大
畑　

俊
隆
（
木
曽
）
※

幹　

事　

川
上　

信
彦
（
南
信
州
）
※

（
敬
称
略
）

商
工
会
議
員
懇
談
会

所
属
県
議
会
議
員（
担
当
地
区
）

※
は
新
加
入
の
議
員

　経営指導員（呼称は、主任経営支援員）は商工会に配属され、小規模事業者等商工業者の経営相談指導等に
従事します。商工会は、「商工会法」で定められた特別認可法人で、全国に約1,660、長野県下には69あり、商工
業の改善発達を図るとともに、社会一般の福祉の増進に資することを目的に設立されています。
　特に地区内の小規模事業者等商工業者が抱える、経営、金融税務、経理、労務等経営上必要な課題について、
事業所への巡回指導や窓口相談を通じて支援を行い、経営の改善、成長、安定を図ります。また、地域の「総
合経済団体」として、役職員一体となって豊かな地域づくりのため地域振興事業等も行います。

　

超
党
派
の
長
野
県
議
会
議
員
に
よ
る
商
工
会
支
援
組
織
「
商

工
会
議
員
懇
談
会
」
は
７
月
３
日
長
野
市
で
令
和
２
年
度
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
元
年
度
の
事
業
報
告
、
２
年
度
の
事
業
計

画
の
承
認
に
加
え
て
会
員
の
補
充
選
任
が
行
わ
れ
、
幹
事
と
し

て
新
た
に
小
池
清
議
員
、
小
池
久
長
議
員
、
川
上
信
彦
議
員
、

大
畑
俊
隆
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
中
期
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
推
進
支
援
、
市
町
村
小
規
模
企
業
振
興
条
例
の

制
定
推
進
支
援
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、今
年
度
新
た
に
設
置
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
社
会
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
小
規
模
企
業
振
興
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
と
連

携
し
、
商
工
会
の
今
後
の
小
規
模
企
業
の
振
興
策
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

―
商
工
会
議
員
懇
談
会
総
会
―

職員（経営指導員）募集GGGGG GGGGG

募 集 職 種：商工会の経営指導員等正規職員
　　　　　  （商工業者の経営相談指導等）
資　　　格：① 来春大学卒業見込みの者又は大学を卒業した者（ただ

し、この資格で受験をした者の経営指導員の任用は
県内の商工会に２年間勤務した後に行う）

　　　　　　② 大卒者で最近５年のうちに２年以上、短大卒者は最近
５年のうち３年以上、高卒者は最近７年のうち５年以
上、商工業の指導又は経営実務の経験を有する者

待　　　遇：�県内商工会統一規程による
（県公務員待遇に準拠）

勤　務　先：県内各市町村の商工会
採用試験日：10月試験予定
問い合わせ先：
　長野県商工会連合会　総務人事課
　電話：026-228-2131
　E-mail：shokoren@nagano-sci.or.jp

商
工
会
を
元
気
に

事業計画等を決めた商工会議員懇談会総会
正面中央が服部会長（右から２番目）
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本
年
度
の
県
青
連
通
常
総
会
・
商
工

会
青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
開
催
に

つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
の
観
点
か
ら
、
書
面
で
の

議
決
権
の
行
使
に
よ
り
開
催
、
商
工
会

青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
は
中
止
い
た

し
ま
し
た
。

　

総
会
で
提
出
さ
れ
た
３
議
案
全
て
原

案
ど
お
り
全
会
一
致
の
賛
成
を
も
っ
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
商
工
会
青
年
部
全
国

大
会
と
主
張
発
表
大
会
、
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
主
張
発
表
大
会
、
本
県
青
連
主
張
発

表
大
会
も
全
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
の
事
業
計
画
は
次
の
通

り
と
な
り
ま
し
た
。

１　

 

商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

実
施

２　

組
織
の
拡
充
強
化

３　

研
修
活
動
の
強
化

４　

 

広
域
提
案
公
募
型
事
業
（
青
年
部

活
動
推
進
事
業
）
の
活
用

５　

円
滑
な
事
業
承
継
の
推
進

６　

 「
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
大
会
」

の
開
催
（
中
止
）

７　

 

商
工
会
地
域
観
光
振
興
事
業
の
推

進

８　

交
流
事
業
の
実
施

９　
 

社
会
一
般
の
福
祉
の
増
進
に
資
す

る
事
業
の
実
施

10　

調
査
研
究
活
動

11　

広
報
活
動
及
び
情
報
発
信
の
推
進

12　

 

自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
支
援

活
動

13　

 

そ
の
他
（
関
係
機
関
等
と
の
連
絡

協
調
）

　

様
々
な
事
業
が
中
止
等
と
な
り
、
商

工
会
青
年
部
と
し
て
の
活
動
の
場
が
少

な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、県
青
連「
災

害
復
興
支
援
事
業
」
に
係
る
募
金
を
再

開
し
、
今
後
の
災
害
発
生
時
に
対
応
す

る
他
、
県
青
連
と
し
て
今
何
を
求
め
ら

れ
、
何
を
す
る
べ
き
な
の
か
検
討
し
、

事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
り
集
団
感
染
の
リ
ス
ク
が
高
く
、

終
息
の
目
途
も
立
た
な
い
状
況
の
た

め
、
県
女
性
連
は
通
常
総
会
の
参
加
者

及
び
関
係
者
の
健
康
と
安
全
を
最
優
先

に
考
慮
し
、
令
和
２
年
度
の
第
55
回
通

常
総
会
を
書
面
議
決
に
よ
り
開
催
し
ま

し
た
。

　

通
常
総
会
の
書
面
に
よ
る
開
催
に
つ

い
て
は
、
４
月
開
催
の
県
女
性
連
理
事

会
（
書
面
議
決
）
に
お
い
て
承
認
を
得

て
い
ま
し
た
が
、
県
女
性
連
の
運
営
規

程
に
「
書
面
に
よ
る
議
決
権
行
使
」
の

規
定
が
な
い
た
め
、
通
常
総
会
開
催
前

に
県
下
商
工
会
の
全
女
性
部
長
に
書
面

に
よ
る
議
決
の
可
否
を
諮
っ
た
と
こ

ろ
、
全
員
の
賛
成
を
も
っ
て
書
面
に
よ

る
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
に
提
出
さ
れ
た
４
議
案

は
、
書
面
議
決
の
結
果
、
全
て
の
議
案

が
原
案
の
と
お
り
県
下
商
工
会
の
全
女

性
部
長
の
賛
成
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

新
年
度
の
主
な
事
業
計
画
は
、
地
域

振
興
事
業
等
の
継
続
実
施
、
若
い
世
代

の
部
員
加
入
に
よ
る
組
織
強
化
、
次
世

代
起
業
家
育
成
支
援
事
業
の
推
進
と
地

域
に
根
差
し
た
商
工
会
女
性
部
の
Ｐ

Ｒ
、
商
工
会
地
域
の
観
光
振
興
事
業
へ

の
取
り
組
み
な
ど
で
す
。
ま
た
、
１
年

延
期
と
な
っ
た
令
和
３
年
度
の
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修
会

（
６
月
24
日
・
25
日
）
開
催
に
向
け
て

の
準
備
等
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
等
を
見
極
め
な

が
ら
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

総
会
同
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
商
工
会
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

（
主
張
発
表
大
会
）
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
の
女
性
部
全
国
大
会
、
主
張
発
表

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
長
野
県
当
番
）

が
開
催
延
期
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

青
年
部
の
パ
ワ
ー
が
地
域
の
活
力
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

～
新
年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
承
認
～

魅
力
あ
る
女
性
部
づ
く
り
を
目
指
し
て

～
新
年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
承
認
～

令
和
２
年
度
長
野
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
通
常
総
会
を

書
面
議
決
に
よ
り
開
催

令
和
２
年
度
長
野
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
通
常
総
会
を

書
面
議
決
に
よ
り
開
催

女性部

青年部



5 ●商工連ながの R2.8月号

　

弊
社
は
昭
和
43
年
、
こ
の
木
曽
町
（
旧
木
曽
福

島
町
）
で
豊
富
な
地
元
資
源
で
あ
る
山
菜
を
、
加

工
品
と
し
て
製
造
販
売
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

設
立
し
た
会
社
で
す
。
地
域
の
方
々
に
採
れ
た
山

菜
を
塩
漬
け
し
て
も
ら
い
、
弊
社
で
味
付
け
加
工

し
、関
東
を
中
心
に
販
売
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

製
品
の
種
類
も
増
え
、
現
在
で
は
全
国
の
お
客
様

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
最
近
で
は
、

先
の
曲
が
っ
た
「
鉤か
ぎ
わ
ら
び
」
と
い
う
鉤
か
ぎ
じ
ょ
う状の
新

芽
を
製
品
に
し
た
商
品
を
多
く
製
造
す
る
よ
う
に

な
り
、
こ
の
製
品
の
全
国
シ
ェ
ア
は
80
％
以
上
を

占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
木
曽
に
昔

か
ら
伝
わ
る
植
物
性
乳
酸
菌
で
発
酵
さ
せ
る
伝
統

食
品
「
す
ん
き
」
を
製
造
販
売
し
て
い
ま
す
。「
す

ん
き
」
は
、
塩
を
一
切
使
用
せ
ず
赤
か
ぶ
の
茎
を

使
っ
て
湯
通
し
で
温
め
、
一
昼
夜
保
温
し
て
出
来

上
が
り
ま
す
。
こ
の
「
す
ん
き
」
は
木
曽
町
全
体

で
力
を
入
れ
て
お
り
、
無
塩・無
添
加・食
物
繊
維・

乳
酸
菌
と
４
拍
子
揃
っ
た
ス
ー
パ
ー
食
品
で
す
。

つ
け
汁
１
cc
の
中
に
１
億
個
以
上
の
乳
酸
菌
が
含

ま
れ
、
感
染
症
の
予
防・胃
が
ん
の
リ
ス
ク
軽
減
等
、

色
々
な
効
能
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
に
長
野
県
で
２
番
目
の
Ｇ
Ｉ
認
定
を

取
得
し
、昨
年
は
長
野
県
ブ
ラ
ン
ド
ア
ワ
ー
ド
「
し

あ
わ
せ
信
州
部
門
」
で
部
門
賞
も
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
私
共
は
木
曽
発
の
食
品
を
多
く
の

方
々
に
「
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
」
を
旗
印
に
邁

進
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
す
ん
き
」
を
利
用
し

た
新
た
な
商
品
開
発
を
し
、食
べ
や
す
い「
す
ん
き
」

と
し
て
派
生
商
品
の
販
売
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
「
す
ん
き
」
を
製
造
販
売
し
た
の
は
十

数
年
前
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
約
50
キ
ロ
を
作
り

販
売
し
た
の
で
す
が
全
く
売
れ
ず
廃
棄
。
そ
の
当

時
「
す
ん
き
」
は
買
う
も
の
で
は
な
く
、
頂
い
て

食
べ
る
も
の
だ
っ
た
気
が
し
ま
す
。
製
造
時
、
本

来
種
と
材
料
を
交
互
に
重
ね
て
い
く
の
で
す
が
、

従
業
員
の
言
う
こ
と
を
聞
か
ず
混
ぜ
れ
ば
よ
り
均

一
に
な
り
良
い
と
考
え
、
タ
ル
の
中
で
混
ぜ
た
と

こ
ろ
苦
く
な
っ
て
し
ま
い
廃
棄
。
お
ば
ち
ゃ
ん
社

員
に
し
っ
か
り
怒
ら
れ
ま
し
た
。
今
と
な
る
と
良

い
思
い
出
が
あ
る
製
品
で
す
。

　

少
し
自
分
の
こ
と
を
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
現
在
４
代
目
の
代
表
と
し
て
社
業
を
受
け
継

い
で
お
り
ま
す
。
職
歴
は
航
空
自
衛
隊
で
７
年
間

全
長
12
ｍ
の
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
「
ナ
イ
キ
ミ
Ｊ
ミ

サ
イ
ル
」
の
操
作
員
を
し
て
い
ま
し
た
。
実
射
は

ア
メ
リ
カ
で
行
い
、
米
軍
と
の
共
同
訓
練
も
経
験

し
ま
し
た
が
自
分
に
と
っ
て
は
貴
重
な
体
験
が
出

来
ま
し
た
。
退
官
後
、
山
形
県
の
業
界
大
手
で
４

年
半
見
習
い
と
し
て
勤
め
、
こ
の
業
界
の
い
ろ
は

を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
妻
と
は
そ
の
時
に
出

会
い
、
長
男
は
北
海
道
で
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ト
育
成
の

牧
場
に
勤
め
、
次
男
は
大
学
で
醸
造
を
学
び
ま
し

た
が
現
在
地
元
の
役
所
に
勤
務
、
三
男
が
北
海
道

の
大
学
で
食
品
を
学
び
長
野
の
会
社
で
見
習
い
後
、

現
在
弊
社
に
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
後
継
者
も
い

る
こ
と
か
ら
改
め
て
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
世
界
中
に
コ
ロ
ナ
が
蔓
延
し
、
多
く
の
方

が
亡
く
な
り
、
悲
し
み
と
恐
怖
、
そ
し
て
経
済
も

大
変
な
中
に
い
る
わ
け
で
す
が
、
一
刻
も
早
く
終

息
す
る
こ
と
を
心

よ
り
願
う
ば
か
り

で
す
。
私
共
の
業

界
も
大
き
な
経
済

的
打
撃
を
受
け
て

い
ま
す
。
そ
ん
な

中
で
も
一
つ
一
つ

出
来
る
こ
と
を
積

み
重
ね
、
乗
り
越
え
る
べ
く
努
力
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

実
は
一
度
も
本
格
的
に
バ
イ
ク
に
乗
っ
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
４
月
に
62
歳
に
し

て
大
型
自
動
二
輪
免
許
を
取
得
で
き
ま
し
た
。

７
０
０
cc
の
中
古
を
購
入
し
42
年
ぶ
り
に
乗
っ
て

い
ま
す
が
、
一
人
で
乗
っ
て
い
る
と
い
ろ
ん
な
仕

事
の
ア
イ
デ
ィ
ア
も
浮
び
、
こ
の
難
局
を
乗
り

切
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

ま
た
、弊
社
を
含
め
た
木
曽
町
の
食
品
５
社
で
「
㈱

ま
る
っ
と
Ｋ
ｉ
ｓ
ｏ
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
メ

ン
バ
ー
は
①
株
式
会
社
霧
し
な
（
蕎
麦
店
）
②
有

限
会
社
Ｈ
Ｉ
Ｆ
（
乳
製
品
販
売
）
③
株
式
会
社
中

善
酒
造
店
（
酒
屋
）
④
有
限
会
社
芳
香
堂
（
和
菓

子
店
）
⑤
漬
物
の
弊
社
の
５
社
で
す
。
木
曽
の
食

を
知
っ
て
も
ら
い
、
木
曽
へ
来
て
い
た
だ
く
目
的

で
都
市
部
に
店
舗
を
持
ち
、
木
曽
へ
の
入
り
口
に

な
れ
る
店
舗
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の

会
社
も
各
社
と
共
に
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
、
目

標
達
成
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
支
援
、

ご
指
導
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
も
大
変
な
時

期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
ご
繁
栄
と
ご
躍
進

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

アルプス物産株式会社　木曽町商工会
長野県木曽郡木曽町新開2387-3　TEL.0264-22-2351

中小企業の新たな事業活動

航空自衛隊の地対空ミサイル模型

発酵食品の町
木曽の食を世界に！

つけもの茶屋

信州味わいセット
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県
の
中
東
部
に
位
置
し
、
五
街
道
の
一
つ

「
中
山
道
」
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
長
和

町
は
２
０
０
年
の
歴
史
が
あ
る
「
お
た
や
祭

り
」、
更
に
は
縄
文
時
代
に
石
器
の
材
料
と

し
て
堀
り
出
さ
れ
た
、
黒
耀
石
の
鉱
山
（
国

指
定
）
跡
が
あ
り
、
遠
く
は
東
北
や
近
畿
に

ま
で
供
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
近
年
は
国
道

１
４
２
号
、
１
５
２
号
、
２
５
４
号
線
が
交

錯
す
る
交
通
の
要
衝
と
し
て
観
光
業
、
取
り

分
け
ペ
ン
シ
ョ
ン
、
別
荘
地
は
夏
季
の
避
暑
、

冬
季
の
ス
キ
ー
客
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま

す
。
平
成
18
年
4
月
に
長
門
町
商
工
会
と
和

田
村
商
工
会
が
合
併
し
て
、
本
所
は
道
の
駅

「
マ
ル
メ
ロ
の
駅
な
が
と
」
に
、
旧
和
田
村

に
は
支
所
を
設
置
し
て
運
用
し
て
い
ま
す
。

マ
ル
メ
ロ
の
駅
な
が
と
は
平
成
10
年
3
月
に

開
設
さ
れ
、
長
和
町
商
工
会
館
、
観
光
案
内

所
（
長
和
町
観
光
協
会
）、
日
帰
り
温
泉
「
や

す
ら
ぎ
の
湯
」
が
あ
り
ま
す
。
縁
結
び
の
神

様
「
さ
さ
や
き
神
社
」
も
あ
り
、「
牛
石
」

と
「
耳
石
」
に
さ
さ
や
く
と
願
い
が
叶
う
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
商
工
会
員
の
方
々

も
出
店
さ
れ
て
い
て
、
食
事
処
、
漬
物
等
の

お
土
産
、
お
や
き
・
お
ま
ん
じ
ゅ
う
等
の
地

元
銘
菓
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
買
い

物
も
楽
し
め
ま
す
。
今
年
6
月
に
は
地
元
農

畜
産
品
直
売
所
「
マ
ル
シ
ェ
黒
耀
」
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
地
域
の
新
鮮
な
野
菜
、
お

米
、
花か

き卉
、
加
工
品
、
特
産
品
、
畜
産
品
、

お
土
産
等
を
販
売
す
る
大
型
直
売
所
で
、
活

力
あ
る
元
気
な
商
工
観
光
業
活
動
へ
の
環
境

づ
く
り
が
図
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
マ
ル

メ
ロ
の
駅
な
が
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
は
、

商
工
会
館
も
含
め
て
全
て
旧
宿
場
町
風
に
統

一
さ
れ
て
い
ま
す
。
商
工
会
で
は
県
の
「
元

気
づ
く
り
支
援
金
」
を
活
用
し
て
、
夏
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
「
夜
市
」
を
年
２
回
開
催
し
、

「
軽
ト
ラ
市
」
も
春
・
秋
２
回
実
施
し
て
マ

ル
メ
ロ
の
駅
な
が
と
の
Ｐ
Ｒ
と
集
客
に
力
を

注
い
で
い
ま
す
。「
夜
市
」
で
は
フ
ァ
イ
ヤ
ー

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
曲
芸
サ
ー
カ
ス
等
も
お

呼
び
し
た
り
、
地
元
中
学
校
、
不
動
太
鼓
、

ス
コ
ッ
プ
三
味
線
演
奏
等
、
道
の
駅
の
お
客

様
と
地
元
の
皆
様
等
、
大
勢
の
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
す
。「
軽
ト
ラ
市
」
は
6
月
の
例
大
祭
、

10
月
の
収
穫
祭
の
2
回
開
催
で
、
商
工
会
女

性
部
の
お
こ
わ
と
漬
物
は
人
気
商
品
の
一
つ

で
す
。
そ
の
他
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
販
売
や

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る
飲
食
物
の
販
売
、
さ

さ
や
き
護
符
も
ち
の
配
布
、
や
す
ら
ぎ
鍋
の

ふ
る
ま
い
等
が
あ
り
、
扇
風
機
等
が
当
た
る

お
楽
し
み
抽
選
会
は
大
き
な
笑
い
と
興
奮
が

巻
き
起
こ
り
ま
す
。
因
み
に
、
マ
ル
メ
ロ
の

名
称
は
道
の
駅
の
国
道
沿
い
に
マ
ル
メ
ロ
が

植
え
ら
れ
て
い
て
５
月
頃
赤
み
が
か
か
っ
た

白
い
花
を
つ
け
、
10
月
頃
に
黄
色
い
実
が
熟

し
、
甘
い
香
り
に
包
ま
れ
ま
す
。
通
称
「
マ

ル
メ
ロ
街
道
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
か
ら
道
の

駅
「
マ
ル
メ
ロ
の
駅
な
が
と
」
と
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
商
工
会
が
力
を
入
れ
て
い
る
事

業
に
「
長
和
の
里
地
域
い
き
い
き
券
」
が
あ

り
ま
す
。
千
円
券
と
1
万
円
券
の
２
種
類
で

す
が
、
こ
の
券
と
は
別
に
５
０
０
万
円
ま
で

は
一
括
し
て
商
品
券
を
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
5
％
安
く
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
、

利
用
で
き
る
方
は
町
内
在
住
、
在
勤
、
別
荘
、

宿
泊
者
で
、
年
間
を
通
じ
て
か・

・

・
な
り
の
方
が

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
5
％
の
負
担
割
合
は

町
が
２
・
５
％
、
商
工
会
が
１
・
５
％
、
事
業

所
1
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
も
そ

う
で
す
が
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
対
す
る
町
の
給
付
金
制
度
も
長
和
町
は
い

ち
早
く
対
応
し
て
い
た
だ
き
、
常
に
町
と
商

工
会
は
一
体
と
な
っ
て
産
業
振
興
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

 
商
工
会
は
い
ま
─
Vol.119

東信

  

町
活
性
化
の
拠
点

　
　
マ
ル
メ
ロ
の
駅
な
が
と

マルメロ市・長和軽トラ市

長和の里地域いきいき券

道の駅「マルメロの駅ながと」
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「
幽
霊
の
正
体
見
た
り
、
枯
れ
尾
花
」。 

よ
く
見

も
せ
ず
に
た
だ
怖
が
っ
て
い
る
と
、
風
に
そ
よ
ぐ
枯

れ
す
す
き
の
穂（
尾
花
）で
す
ら
、
幽
霊
に
思
え
て
し

ま
う
の
は
人
間
の
心
情
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
見
え
な

い
も
の
ほ
ど
恐
ろ
し
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
時
と
し
て
人
の
命
を
も
奪
っ
て

し
ま
う
本
当
に
怖
い
病
気
で
は
あ
り
ま

す
が
、
同
時
に
目
に
見
え
な
い
た
め
、

知
ら
ぬ
間
に
感
染
し
て
い
た
り
、
感
染

さ
せ
て
し
ま
っ
た
り
と
い
う
こ
と
が
、

心
配
や
不
安
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

企
業
経
営
に
お
い
て
は
、
目
で
見
え

る
も
の
と
見
え
な
い
も
の
が
混
在
し
て

い
ま
す
。
売
上
、
費
用
、
利
益（
所
得
）、

生
産
性
な
ど
は
目
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。「
売
上
を
持
っ
て
こ
い
！
」と

言
わ
れ
て
も
、
そ
も
そ
も
売
上
と
い
う

「
モ
ノ
」は
な
い
の
で
す
か
ら
、
持
っ
て

い
き
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
売
上
伝
票

な
ど
を
集
計
し
て
、
は
じ
め
て
売
上
高

が
金
額
ベ
ー
ス
で
わ
か
る
の
で
す
。「
売

上
高
」は「
売
上
」を「
見
え
る
化
」し
た

も
の
と
言
っ
て
良
い
で
し
ょ
う
。

　

顧
客
ニ
ー
ズ
も
見
え
な
い
も
の
の
ひ

と
つ
で
す
。
顧
客
の
心
の
中
な
ど
見
え

る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
お
客
様
と
の
会
話

や
い
た
だ
い
た
メ
ー
ル
な
ど
か
ら
、
意
見
、
要
望
、

質
問
、
場
合
に
よ
っ
て
は
不
満
や
ク
レ
ー
ム
を
こ
ま

め
に
集
計
し
分
類
し
て
図
表
に
落
と
し
込
め
ば
、
こ

れ
は
顧
客
ニ
ー
ズ
の「
見
え
る
化
」に
な
り
ま
す
。「
見

え
る
化
」
と
は
、
本
来
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

を
、
測
定
、
集
計
、
計
算
、
数
値
化
、
図
表
化
と
い
っ

た
加
工
を
施
す
こ
と
で
、
目
で
見
て
わ
か
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
す
。「
見
え
る
化
」に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま

で
漠
然
と
し
て
い
た
問
題
点
が
明
確
に
な
っ
た
り
、

改
善
案
が
浮
か
び
上
が
っ
た
り
、
や
る
べ
き
こ
と
の

優
先
順
位
が
わ
か
っ
た
り
し
ま
す
。

　

激
動
の
時
代
、「
先
が
読
め
な
い
、
見
え
な
い
」と

お
っ
し
ゃ
る
社
長
さ
ん
は
多
い
で
す
。
し
か
し
こ
ん

な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
役
に
立
つ
ツ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
将
来（
先
）の「
見
え
る
化
」で
す
。
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
や
今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
な
事

柄
は
確
か
に
予
測
不
能
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
社

の
３
年
～
５
年
後
で
あ
れ
ば「
見
え
る
化
」は
可
能
で

す
。

　

将
来
の
「
見
え
る
化
」
に
と
っ
て
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

①
世
の
中
の
動
き
を
把
握
す
る
、
②
市
場
や
顧
客
の

動
向
を
把
握
す
る
、
③
自
社
が
で
き
る
こ
と
、
強
み

を
１
０
０
％
発
揮
さ
せ
る
、
④
そ
し
て
社
長
の
決
意

で
す
。
こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
た
う
え
で
、

自
社
は
何
を
、
誰
に
、
い
く
ら
で
、
い
く
つ
、
ど
う

や
っ
て
販
売
す
る
か
を
考
え
、
そ
こ
に
コ
ス
ト
、
投

資
、
資
金
を
経
営
計
画
と
し
て
落
と
し
込
ん
で
い
け

ば
、
先
が
見
え
て
き
ま
す
。
将
来
の「
見
え
る
化
」は

明
日
へ
の
希
望
で
あ
り
、
枯
れ
尾
花
に
怯
え
た
り
、

不
安
か
ら
の
解
消
に
き
っ
と
役
に
立
つ
は
ず
で
す
。

経 「見える化」で明日への
希望を「見える化」

｜経｜営｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

金丸中小企業診断士事務所
代表　金丸  修一  氏

５感による知覚の割合

視覚　83%

味覚 
1%

触覚　2%

臭覚　3%

聴覚　11%
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資金回収による健全経営

｜法｜律｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

法税理士法人あおば会計
所長　新村  典久  氏

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」の
関
係
で
企
業
業
績
の
悪
化
が
顕
著
に
表
れ
て
い
ま

す
。
企
業
活
動
は
次
の
よ
う
に
流
れ
て
い
る
た
め
大
切
な
点
を
説
明
し
ま
す
。

　

つ
ま
り
現
預
金
ま
で
回
収
し
て
初
め
て
利
益
と
な
り
ま
す
。
確
実
に
回
収
す
る

ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
ま
す
。

⑴　
月
次
試
算
表
を
作
成
し
、
一
か
月
の
状
況
を
把
握

　

 　

試
算
表
か
ら
、
損
益
の
状
態
・
債
権
・
債
務
の
状
況
を
見
て
、
売
上
債
権
の

増
加
等
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
回
収
の
遅
れ
等
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と

が
大
切
で
す（
運
転
資
金
の
増
加
も
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
）。

　〈
売
掛
金
管
理
〉

　

 　

売
掛
金
管
理
台
帳
等
に
よ
り
、
得
意
先
ご
と
に
毎
月
の
発
生
・
回
収
・
残
高

を
管
理
し
、
回
収
の
滞
り
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
ま
た
、
回
収
サ
イ
ト
順
に
得

意
先
一
覧
表
を
作
り
、
回
収
サ
イ
ト
が
長
く
売
上
の
多
い
得
意
先
に
対
し
て
交

渉
等
を
行
い
ま
す
。

　

※
何
も
伝
え
な
い
と
納
得
し
て
い
る
と
思
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

⑵　
与
信（
相
手
に
対
し
信
用
を
付
与
す
る
こ
と
）

　

 　

利
益
及
び
売
上
の
最
大
化
を
目
的
と
し
て
い
る
企
業
に
と
っ
て
与
信
金
額
の

増
大
は
必
要
的
な
こ
と
で
あ
り
、
反
面
、
不
良
債
権
や
焦
げ
付
き
の
発
生
リ
ス

ク
が
高
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
売
上
債
権
が
増
大
す
る
中
で
貸

倒
れ
等
の
損
害
の
発
生
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
与
信
管
理
に
な
り
ま
す
。

　
■「
与
信
管
理
」の
方
法
に
つ
い
て

　
　
　

・
得
意
先
等
の
経
営
内
容
の
評
価

　
　

・
相
手
先
の
評
判
・
う
わ
さ
・
聞
き
取
り
等

　
　

・
金
融
機
関
等
か
ら
の
情
報

　
　
　

・
信
用
供
与
の
最
大
金
額
の
算
定

　
　

・
取
引
金
額
・
与
信
金
額
の
限
度
額
設
定

　
　

・
運
用
・
管
理
に
よ
る
適
正
額
・
増
減
額
等

⑶　
下
請
法（
下
請
取
引
の
公
正
化
や
下
請
事
業
者
の
利
益
確
保
の
た
め
の
法
律
）

　
■
適
用
対
象
と
な
る
取
引
事
業
者
の
資
本
区
分

　
　

　
　

物
品
の
製
造
委
託
等
、
運
送
等
の
役
務
提
供

　
　

・
資
本
金
３
億
円
超

→
資
本
金
３
億
円
以
下（
個
人
も
含
む
）

　
　

・
１
千
万
円
超
３
億
円
未
満

→
資
本
金
１
千
万
円
以
下（
含
個
人
）

　
　
情
報
成
果
物
作
成
・
右
記
を
除
く
役
務
提
供

　
　

・
資
本
金
５
千
万
円
超

→
資
本
金
５
千
万
円
以
下（
個
人
も
含
む
）

　
　

・
１
千
万
円
～
５
千
万
円
以
下

→
資
本
金
１
千
万
円
以
下（
含
個
人
）

　
■
４
つ
の
義
務

　
　

①
書
面
の
交
付
義
務（
具
体
的
に
必
要
事
項
）

　
　

②
書
類
作
成
、
保
存
義
務（
完
了
し
て
か
ら
２
年
間
）

　
　

③
下
請
代
金
の
支
払
期
日
を
定
め
る
義
務（
60
日
以
内
）

　
　

④
遅
延
利
息
の
支
払
義
務（
物
品
受
領
よ
り
60
日
か
ら
）

　
■
禁
止
行
為　
11
の
禁
止
行
為
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

　
　

 　

①
受
領
拒
否
の
禁
止　

②
下
請
代
金
の
支
払
遅
延
の
禁
止　

③
下
請
代
金

の
減
額
の
禁
止　

④
返
品
の
禁
止　

⑤
買
い
た
た
き
の
禁
止　

⑥
物
の
購
入

強
制
、
役
務
の
利
用
強
制
の
禁
止　

⑦
報
復
措
置
の
禁
止　

⑧
有
償
支
給
原

材
料
な
ど
の
対
価
の
早
期
決
済
の
禁
止　

⑨
割
引
困
難
な
手
形
の
交
付
の
禁

止　

⑩
不
当
な
経
済
上
の
利
益
の
提
供
要
請
の
禁
止　

⑪
不
当
な
貸
付
内
容

の
変
更
及
び
や
り
直
し
の
禁
止
が
あ
り
ま
す
。
尚
、
合
意
が
あ
っ
て
も
下
請

業
者
に
責
任
が
な
け
れ
ば
違
反
に
な
り
ま
す
。

※ 

こ
の
企
業
と
の
取
引
は
問
題
な
い
か
、
取
引
金
額
が
い
く
ら
ま
で
な
ら
問
題
な
い
か
と

い
う
判
断
を
取
引
先
ご
と
に
設
定
し
定
期
的
な
見
直
し
が
大
切
で
す
。

※ 

回
収
ま
で
が
仕
事
で
あ
る
こ
と
を
全
員
が
理
解
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
①
金
融
機
関

に
聞
く
、
②
取
引
先
に
納
品
、
打
合
せ
時
に
相
手
の
従
業
員
か
ら
聞
け
る
状
態
を
つ
く
っ

て
お
く
等
の
日
常
の
状
況
も
必
要
で
す
。

自己資金

他人資本

資産購入

仕入＋経費

売　上

現預金

これを繰
返すこと
により利
益を生む

売掛金
受取手形

＋

⇩

⇩

⇩

⇩

⇩

⇩

限
度
設
定
・
運
用

信
用
調
査

親
事
業
者

下
請

下
請

下
請

下
請

売掛金

受取手形
電　債

現預金

仕　入

加工等

商品製品

売　上

現預金

信
用
の
供
与（
与
信
）与
信
限
度
額

︱

︱

︱

︱

︱

︱

︱

販売

管理

回収

取立
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日
本
昔
な
が
ら
の
古
民
家
を

　
　
　
　
　
　
　
丸
ご
と
貸
し
切
り

　

私
は
40
年
間
、
製
造
業
に
従
事
し
て
き

ま
し
た
。
工
場
を
長
男
に
譲
り
人
生
最
後

の
仕
事
と
し
て
、「
古
民
家
民
泊
『
Ｍ
Ｏ
Ｚ

Ｕ
野
三
拍
子
』」
を
昨
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

以
前
住
ん
で
い
た
住
宅
（
古
民
家
）
を
青

木
村
の
来
村
者
向
け
の
「
お
試
し
住
宅
」
と

し
て
使
用
い
た
だ
き
、
昨
年
３
月
の
契
約

終
了
を
機
に
、
私
か
ら
「
古
民
家
民
泊
を
始

め
た
い
！
」
と
家
族
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

猛
反
対
に
あ
い
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
駆
使
し
、
予
約
サ
イ
ト

を
作
成
し
た
り
、
ゲ
ス
ト
と
の
や
り
取
り

等
、
と
て
も
年
齢
的
に
も
無
理
で
あ
る
と

反
対
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
私
は
人
と
接
す
る
こ
と
が
好

き
で
あ
り
、
や
り
た
い
気
持
ち
が
強
く
、

不
安
を
抱
き
な
が
ら
も
家
族
の
反
対
を
押

し
切
り
ま
し
た
。
自
分
一
人
で
や
る
と
準

備
を
始
め
ま
し
た
が
、
妻
に
は
台
所
用
品
、

寝
具
類
な
ど
意
見
を
求
め
、
初
め
て
使
用

す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
そ
の
都
度
息
子

に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
と
、
家
族
の
協

力
無
し
に
は
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

こ
の
事
業
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
商

工
会
の
北
村
主
任
経
営
支
援
員
、
商
工
会

連
合
会
宮
沢
上
席
、
和
田
上
席
に
ご
指
導

を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
は
沓
掛
温
泉
叶
屋

旅
館
の
今
井
さ
ん
に
も
ご
尽
力
い
た
だ
き
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
宿
情
報
発
信
、
予
約
サ
イ
ト

の
開
設
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
も
お
手

伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

少
し
青
木
村
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
都
市
圏
か
ら
新
幹
線
と
車
で
２

時
間
余
り
の
便
利
な
村
で
す
。
毎
日
東
京

方
面
に
通
勤
さ
れ
て
い
る
方
も
10
名
程
お

り
、
２
０
１
６
年
に
は『
田
舎
暮
ら
し
の
本
』

で
「
日
本
一
住
み
た
い
村
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で

１
位
と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
宿
は
、
築
１
２
０
年
の
古
民
家
で
、

改
修
作
業
と
並
行
し
て
機
能
的
に
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
い
た
し
ま
し
た
。
Ｗ
ｉ–

Ｆ
ｉ

や
Ｑ
Ｒ
決
済
（
Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
）、
タ
イ
ム
ズ
ペ

イ
を
導
入
し
、
広
さ
は
10
人
程
度
宿
泊
の
、

１
棟
貸
し
で
約
50
平
米
の
広
さ
で
す
。
小

グ
ル
ー
プ
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
利
用
さ
れ
る

方
が
多
く
、
子
供
達
は
広
い
家
の
中
で
「
鬼

ご
っ
こ
」
を
し
た
り
、
広
い
庭
を
利
用
し
た

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
夜
に
は
星
空
観
賞
。
近

く
に
は
温
泉
や
道
の
駅「
あ
お
き
」が
あ
り
、

道
の
駅
隣
に
は
ヘ
リ
ポ
ー
ト
付
き
公
園
も

あ
り
、
１
日

中
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
道

の
駅
「
あ
お

き
」
か
ら
車

で
５
分
程
度

の
と
こ
ろ
に
、

我
々
が
運
営

す
る
「
古
民

家
Ｍ
Ｏ
Ｚ
Ｕ

野
三
拍
子
」

が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
か
ら
の

若
い
ゲ
ス
ト

さ
ん
も
４
人
来
て
い
た
だ
き
、
言
葉
の
壁

も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
自
信
に
繋
が
り
、
来

訪
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
「
ま
た
来
ま
す
」

の
言
葉
に
も
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ゲ
ス
ト
様
全
員
よ
り
五
つ
星
の
評
価
を
い

た
だ
い
た
り
、
宿
泊
先
と
宿
泊
者
を
つ
な

ぐ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
「
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
」
で
は

ス
ー
パ
ー
ホ
ス
ト

に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
Ｍ
Ｏ
Ｚ
Ｕ
野

三
拍
子
」
の
開
業

に
あ
た
り
、
青
木

村
商
工
会
、
商
工

連
の
皆
様
方
の
ご

指
導
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
！

※ 

詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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MOZU野三拍子　外観

庭でのバーベキューセット

蚊　帳

ＭＯＺＵ野三拍子

ホームページ　https://mozu3byoushi.business.site/
メールアドレス　mozuno3byoushi@gmail.com
携　帯　　　　080-7151-9058
ＦＡＸ　　　　0268-49-3810
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 ート･有期労働
ポータルサイトのご紹介

 ート･有期労働
ポータルサイトのご紹介

 営
者や

人事
労務
担当
の

皆様
へ！

 ttps://part-tanjikan.m lw.go.jp/

 inistry of Health,Labour and Welfare

 生労働省
 と、くらし、みらいのために

   パート･有期法を

動画でわかりやすく

解説 ! 

を進めよう！
トをわかりやすく解説。

取組のための各種マニュアル

自社の状況が法律の内容に沿ったものなのか点検

の手順を示しています。

パートタイム・有期雇用労働法やその他の労働関係法令につい

て、自社の取組状況を点検し、パートタイム労働者・有期雇用

労働者の待遇改善に向けて、どのように取り組むべきか確認す

ることができます。

パートタイム・有期雇用労働法に対応した

企業の取組事例を掲載しています。取組

事例をまとめた取組事例集もダウンロード

できます。

同業他社や

同規模の企業の取組を

参考にしてみてね！

点検の手順を

わかりやすく

紹介しているよ！

パートタイム・有期雇用労働 
対応のための取組手順書

不合理な待遇差解消のための
点検・検討マニュアル

後 送

パートタイム・有期雇用労働法への対応に向けた取組事例

１．基本給、賞与、手当
基本給、賞与、手当における待遇の違い

２．教育訓練・福利厚生等
教育訓練、福利厚生施設の利用等

３．正社員への転換推進措置
正社員転換推進措置の制度、対象者等

４．相談のための体制整備、労使の話し合いの促進等
相談体制整備、短時間・有期雇用管理者の選任等

５．労働条件の明示・説明
雇い入れ時等の労働条件の明示、就業規則作成等

６．他の労働関係法令
労働基準 、育児・介護休業 、労働安全衛生 等の義務

チェックツールで点検できる項目は、 これ !

パートタイム・有期雇用労働法等対応状況チェックツール

パートタイム・有期雇用労働法

対応のための取組手順書

具体例を付しながら各種手当、福利厚生、教育訓

練、賞与、基本給について、不合理な待遇差解

消のための点検・検討手順を詳細に示しています。

不合理な待遇差解消のための

点検・検討マニュアル

 &’()*+,- 

./01234567012345

89:;<=>?@AB"!CD(EF

知っていますか？進めていますか？
パートタイム・有期雇用労働 への対応

～企業の取組事例集～

コンサルティング

（無料）やセミナーの

申込みができるよ！
職務評価を用いた

基本給の点検・検討マニュアル

短時間正社員制度

導入運用支援マニュアル

働き方改革推進支援センターでは、事業主・人事労務担当者からの具体的な労務管理の手法に関するご相談に

対応し、ご参考としていただけるアドバイスを行っています。出張相談にも応じていますので、お気軽にご利用く

ださい。

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000198331.html

働き方改革推進支援センターのご案内

職務分析･職務評価導入支援サイト

職務分析・職務評価は、正社員とパート

タイム労働者・有期雇用労働者の基本給

について、待遇差が不合理かどうかの判

断や、公正な待遇を確保する賃金制度を

検討する際に有効なツールです。本サイト

では、職務分析・職務評価の手法や導入

支援についての情報を紹介しています。

令和2年 3月作成

パートタイム・有期雇用労働法に関するお問い合わせは、都道府県労働局雇用環境・均等部（室）へ

福　島

北海道

青　森

岩　手

宮　城

秋　田

山　形

茨　城

栃　木

群　馬

埼　玉

千　葉

011-709-2715

017-734-4211

019-604-3010

022-299-8844

018-862-6684

023-624-8228

024-536-4609

029-277-8295

028-633-2795

027-896-4739

048-600-6210

043-221-2307

山　梨

東　京

神奈川

新　潟

富　山

石　川

福　井

長　野

岐　阜

静　岡

愛　知

三　重

03-3512-1611

045-211-7380

025-288-3511

076-432-2740

076-265-4429

0776-22-3947

055-225-2851

026-227-0125

058-245-1550

054-252-5310

052-857-0312

059-226-2318

鳥　取

滋　賀

京　都

大　阪

兵　庫

奈　良

和歌山

島　根

岡　山

広　島

山　口

徳　島

077-523-1190

075-241-3212

06-6941-8940

078-367-0820

0742-32-0210

073-488-1170

0857-29-1709

0852-31-1161

086-225-2017

082-221-9247

083-995-0390

088-652-2718

熊　本

香　川

愛　媛

高　知

福　岡

佐　賀

長　崎

大　分

宮　崎

鹿児島

沖　縄

087-811-8924

電話番号 電話番号 電話番号 電話番号

089-935-5222

088-885-6041

092-411-4894

0952-32-7218

095-801-0050

096-352-3865

097-532-4025

0985-38-8821

099-223-8239

098-868-4380

短時間正社員制度導入支援ナビ

育児・介護や地域活動、パートタイム労

働者からの転換など個々人の様々なライフ

スタイルやライフステージに応じた働き方

を実現できる「短時間正社員制度」につ

いて紹介しています。

支援ツールを活用し、改正法への対応を進

 ２０２０年

4月から

｢パートタイム･有期雇用労働法｣が

施行されます

パートタイム･有期雇用労働法のポイントを

1 不合理な待遇差の禁止

 一企業内において、正社員とパートタイム労働者・有期雇用

労働者との間で、基本給や賞与などのあらゆる待遇について、

不合理な待遇差を設けることが禁止されます。

2 労働者に対する待遇に関する説明義務の強化

パートタイム労働者・有期雇用労働者は、「正社員との待遇差

の内容や理由」などについて、事業主に説明を求めることがで

きるようになります。

事業主は、パートタイム労働者・有期雇用労働者から求めがあっ

た場合は、説明をしなければなりません。

3 行政による事業主への助言・指導等や
裁判外紛争解決手続（行政ADR）の整備

都道府県労働局において、無料・非公開の紛争解決手続を行

います。「均衡待遇」や「待遇差の内容・理由に関する説明」

についても、行政ADRの対象となります。

パートタイム･有期雇用労働法の
ポイントを動画で知ろう！

パートタイム･有期雇用労働法のポイント

パートタイム・有期雇用労働法の施行に向けて、事業主の皆さ

まに取り組んでいただきたいことについて解説しています。

動画は全部で８つのチャプターで構成しており、チャプターごと

に視聴することもできます。

 イントを具体例を

交えて丁寧に

解説しているよ！

  中小企業は2021年 4月から適用）

プロローグとチャプター 1

 改正の目的と主な改正点について

チャプター 2

不合理な得遇差をなくすための規定の整備

チャプター 3
不合理な待遇差をなくすための規定の整備

～同一労働同一賃金ガイドライン～

チャプター 4

参考となる判例

チャプター 5

労働者に対する待遇に関する説明義務の強化

チャプター 6

 改正に対応するための取組手順について

チャプター 7

裁判外紛争解決手続き『行政ADR』の規定の整備等

チャプター 8とエピローグ
 改正に対応するための事業主の皆さまへの支援について

8つの動画チャプター

全編 約５１分
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坂
城
町
の「
坂
城
」が
昔
は「
坂
木
」で
あ
っ

た
こ
と
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
江
戸
時
代
、

坂
木
宿
と
い
う
北
国
街
道
に
栄
え
た
宿
場
の

一
つ
で
あ
り
、
幕
府
天
領
の
代
官
陣
屋
が
設

け
ら
れ
経
済
的
に
非
常
に
発
展
し
て
い
ま
し

た
。
坂
城
駅
前
の
街
並
み
は
そ
の
当
時
の
建

造
物
が
残
っ
て
お
り
、
歴
史
に
思
い
を
馳
せ

な
が
ら
散
策
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
歴
史
を

遡
る
と
、
戦
国
時
代
の
武
将
・
村
上
義
清
が

坂
城
の
地
に
城
を
構
え
、
そ
の
居
城
跡
が
町

の
北
側
に
位
置
す
る
葛
尾
山
に
残
っ
て
お
り
、

義
清
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
た
た
ら
製
鉄

炉
が
２
基
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
工
業
や
産

業
の
町
と
し
て
知
ら
れ
る
坂
城
町
で
す
が
、

歴
史
を
振
り
返
る
と
モ
ノ
づ
く
り
の
精
神
が

脈
々
と
昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
葛
尾
城
跡
は
、
絶
景
の
撮
影
ス
ポ
ッ

ト
で
あ
り
、
晴
れ
た
日
に
は
北
ア
ル
プ
ス
、

美
し
く
湾
曲
し
た
千
曲
川
を
望
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
坂
城
駅
近
く
に
あ
る
鉄
の
展
示
館

で
は
、
人
間
国
宝
で
あ
る
故 

宮
入
行
平
刀
匠

の
作
品
や
ま
た
そ
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
宮
入

一
門
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和

２
年
6
月
28
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
た
展
示

会
で
は
、
大
河
ド
ラ
マ
の
主
役
で
あ
る
明
智

光
秀
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
戦
国
時
代
に
使

わ
れ
て
い
た
刀
剣
の
数
々
と
現
代
ア
ニ
メ
ー

タ
ー
に
よ
る
作
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
展
示
内
容
は
定
期
的
に
入
れ
替
わ
る
為
、

お
越
し
の
際
は
鉄
の
展
示
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
、
鉄
の

展
示
館
で
は
刀
剣
の
製
作
や
刀
の
研
磨
も
受

け
付
け
て
お
り
、
一
門
刀
匠
が
世
界
に
一
つ

し
か
な
い
作
品
を
仕
上
げ
ま
す
。

　

町
の
西
側
に
は
、
日
帰
り
温
泉
施
設
び
ん

ぐ
し
湯
さ
ん
館
が
あ
り
、
露
天
風
呂
か
ら
は

坂
城
町
が
一
望
で
き
る
絶
景
の
パ
ノ
ラ
マ
が

地
元
民
だ
け
で
な
く
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
寝
湯
や
五
右
衛
門

風
呂
、
石
風
呂
な
ど
様
々
な
お
風
呂
が
用
意

さ
れ
て
お
り
、
プ
ー
ル
も
併
設
さ
れ
て
い
る

の
で
、
1
日
中
ゆ
っ
く
り
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
町
特
産
の「
ね
ず
み
大
根
」を
使
っ

た「
お
し
ぼ
り
う
ど
ん
」も
こ
ち
ら
で
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
け
汁
だ
け
で
は
辛
い

で
す
が
、
そ
こ
に
ち
ょ
っ
と
の
お
味
噌
を
加

え
る
こ
と
で
、〝
あ
ま
も
っ
く
ら
”
し
た
お
し

ぼ
り
う
ど
ん
と
な
り
、
体
の
芯
か
ら
温
ま
り

ま
す
。
ぜ
ひ
、
そ
の〝
あ
ま
も
っ
く
ら
”を
体

験
し
に
坂
城
町
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

■
坂
城
町
鉄
の
展
示
館

　
　
　

坂
城
町
坂
城
６
３
１
３-

２

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
６
８-

82-

１
１
２
８

　

■
び
ん
ぐ
し
湯
さ
ん
館

　
　
　

坂
城
町
網
掛
２
０
０
２-

４

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
６
８-

81-

７
０
０
０

戦
国
よ
り
続
く

　
モ
ノ
づ
く
り
の
精
神

　
坂
城
町

Vol.33
坂城町商工会

びんぐし湯さん館からの絶景

[あまもっくら]なおしぼりうどん

展示中の刀剣や作品

びんぐし湯さん館　外観

鉄の展示館　外観
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